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「学名」アラカルト
バオバブがアダンソンにちなんで Adansonia となったと述

べましたが，多くの植物を見ると現地名の名前もしばしば属
名に採用されておりますが，リンネが亡くなり，彼の束縛が
無くなったからと思われます。日本での植物探索の黎明時代
である 1890 年代を舞台とした牧野富太郎博士をモデルとし
たテレビドラマ「らんまん」がありましたが，この時期にい
くつかの例が見られます。キレンゲショウマは四国の石鎚山
で矢田部良吉により発見された日本固有の植物ですが，その
学名は Kirengeshoma palmata Yatabe であり，高らかに日本
産を主張していると思います。この植物は現在日光植物園に
植えられているので見ることができます（図 -4）。また，ワ
サビは松村任三により Wasabia japonica Matsu. と定められ
ましたが，これもその例でしょう。矢田部は東京大学初代植
物学教授であり，松村はその後を襲いました。ところが，命
名を巡っての抗争もあります。トガクシショウマ（図 -5）は，
当初メギ科 Podophyllum japonicum とされますが，その特異
性に気付いた伊藤圭介の孫にあたる伊藤篤太郎は江戸末期の
著名な植物学者小野蘭山にちなんで Ranzania japonica と発
表します。矢田部良吉も同様なことに気付き，ロシアのマキ
シモヴィッチ（C.J. Maximowicz，1827-1891）に標本を
送ったところ，彼は Yatabea japonica と命名しました。結局，
命名法に関する先取権により Ranzania が採用になりました。
これを怒った矢田部は伊藤篤太郎を東京大学植物学教室へは
禁足としましたので，この出来事は「破門草事件」として話
題になりました。この時代，命名と植物に名前を残すことに
人々の思いが特別であったことが伺えます。

そのほかの例としては，歴史的に著名な植物学者が属
名に登場します。スイスの植物学者ゲスナー（Konrad 
Gesner，1516-1565）にちなんだイワタバコ科ゲスネリア
属 Gesneria，ドイツの植物学者フックス（Leonhart Fuchs，
1501-1566）にちなむアカバナ科フクシア属 Fuchsia 等々
です。リンネはスイカズラ科リンネソウ（Linnea borealis 
Gronov.）に名を残しておりますが，高校生の時，残雪の北
八ヶ岳横岳で初めて見たときには強い印象を受け，その記憶

は今でも残っています。なお，ケンペルはリンネ以前ですの
で，彼の命名になる植物はなく，リンネの使徒ツュンベリー
が命名したものが図鑑に見られます。ただし，ケンペルが日
本への渡航の途次に当時のシャムで採集したバンウコンが
Kaempheria galanga と名付けられていることは彼の功績を称
えたことでしょう。

ところで，学名は重複することはあり得ないことは当然と
思います。ツツジ科アセビは Pieris japonica といいますが，
文献をたどるうちモンシロチョウも Pieris を属名としている
ことを知りました。なぜ，このようなことが起こりえたかで
すが，動物と植物とは別なカテゴリーで扱われるので，この
ようなことが発生したのでしょう。ちなみに Pieris とは，ギ
リシャ神話でそれほど著名ではない女神とのことです。

学名の変更も時に経験するところですが，分類群の整理に
より変更されることはしばしば経験するところです。最近の
大きな変化は，ゲノム解析の結果の被子植物の系統を定めた
APG III（Angiosperm Phylogenetic Group III）によるも
ので，ゲノム変化はいわば絶対的スケールですので，形態変
化による系統関係に大きく変更をもたらしましたが，その詳
細は別の機会に譲ります。

この様に見てくると，種小名はラテン語の形容詞ですから
比較的たどりやすいかと思います。格変化が伴うことを理解
すれば比較的容易に理解できます。しかし，属名はさまざま
な背景があり，統一して理解することは中々容易ではありま
せん。多くの方が，同様な経験をされていると思いますが，
学名攻略法の一例として筆者の経験を申しました。他の経験
のある方はその例をお教えくださればと申して本稿を閉じま
す。なお，本稿に登場する植物写真はいずれも東京大学名誉
教授邑田仁博士に提供いただいたものであり，邑田博士に謝
意を表します。

文献
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２２００２２４４年年度度畑畑作作･･草草地地飼飼料料作作関関係係 
除除草草剤剤・・生生育育調調節節剤剤試試験験判判定定結結果果 

 

 (公財)日本植物調節剤研究協会 技術部 
 

2024年度畑作･草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試験成績検

討会は，2024年12月3日(火)～4日（水）にZoomを用いたWeb

会議において開催された。 

この検討会には，試験場関係者54名，委託関係者54名ほか，

計125名の参集を得て，畑作関係除草剤24薬剤(85点)，生育調

節剤5薬剤(24点)，展着剤1薬剤(2点)，草地飼料作関係除草剤

3薬剤（12点）について，試験成績の報告と検討が行われた。 

その判定結果については，次の表に示す通りである。 

  
22002244年年度度畑畑作作関関係係除除草草剤剤・・生生育育調調節節剤剤試試験験  判判定定結結果果  

  

A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AC-263 液 
イマザモックスアンモニ
ウム塩:0.85% 
 
 
[BASFジャパン]  

大豆 体系処理でのアレチウリへの効果確
認 
薬剤略称と処理方法: 
アタックショット乳(AS)茎葉全面, 
大豆バサグラン液(DB)茎葉全面, 
バスタ液(BS)畦間・株間 

実・継 実) 
[一年生広葉雑草] 
・大豆出芽直前～本葉1葉期, 
雑草発生始期～2葉期 

・200～300mL<散布水量100L>/10a 
・茎葉兼土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・北海道 
注) 
・大豆に縮葉や褐変が生じる場合がある 
 
・大豆生育期,雑草2葉期まで 
・200～300mL<散布水量100L>/10a 
・茎葉兼土壌処理(畦間) 
・全土壌(砂土を除く) 
・北海道 
注) 
・作物に飛散しないように散布する 
・体系処理;イネ科雑草対象の土壌処理剤を使用
する 
 
[一年生雑草] 
・大豆出芽揃期～本葉3葉期, 
雑草発生始期～2葉期 

・200～300mL<散布水量100L>/10a 
・茎葉兼土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・東北以南 
注) 
・大豆に縮葉や褐変が生じる場合がある 
 
継) 
・一年生イネ科雑草に対する効果・薬害の年次変
動の確認(東北以南) 
・体系処理におけるアレチウリへの効果・薬害の
確認 

1.AC-263 液 
イマザモックスアンモニ
ウム塩:0.85% 
 
 
[BASFジャパン]  

らっかせ
い 

雑草発生始期～2葉期の一年生雑草を
対象とした,らっかせい生育期(開花
前)での茎葉兼土壌処理(全面)による
適用性の検討 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

らっかせ
い 

雑草発生始期～2葉期の一年生雑草を
対象とした,らっかせい生育期(土寄
せ後)での茎葉兼土壌処理(全面)によ
る適用性の検討 

らっかせ
い 

雑草発生始期～2葉期の一年生雑草を
対象とした,らっかせい生育期(開花
前→土寄せ後)の茎葉兼土壌処理(全
面)による適用性の検討 

らっかせ
い 

らっかせい生育期での茎葉兼土壌処
理(全面)による薬害の検討 

2024 年度畑作 ･ 草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試

験成績検討会は，2024 年 12 月 3 日 ( 火 ) ～ 4 日（水）に

Zoom を用いた Web 会議において開催された。

この検討会には，試験場関係者 54 名，委託関係者 54 名

ほか，計 125 名の参集を得て，畑作関係除草剤 24 薬剤 (85

点 )，生育調節剤 5 薬剤 (24 点 )，展着剤 1 薬剤 (2 点 )，

草地飼料作関係除草剤 3 薬剤（12 点）について，試験成績

の報告と検討が行われた。

その判定結果については，次の表に示す通りである。

委託試験判定結果

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

2024 年度畑作・草地飼料作関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

2024 年度畑作関係除草剤・生育調節剤試験 判定結果
A. 除草剤

2024年度畑作・草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試験判定結果　19
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A. 除草剤

 2 

A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

2.AH-01 液 
グルホシネートPナトリ
ウム塩:11.5% 
 
 
[三井化学クロップ&ライ
フソリューション 
北興化学工業]  

とうもろ
こし(食
用) 

生育期の一年生雑草を対象とした耕
起又は播種前での茎葉処理(全面)に
よる適用性の検討(東北以南,年次変
動の確認) 

実・継 実) 
[一年生雑草] 
・耕起または播種14日以前, 
雑草生育期(草丈30cm以下) 

・300～500mL<散布水量100～150L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
 
継) 
・効果・薬害の確認(畦間処理) 

とうもろ
こし(食
用) 

生育期の一年生雑草を対象としたと
うもろこし生育期での茎葉処理(畦
間)による作用性の検討(北海道,初年
目) 

とうもろ
こし(食
用) 

生育期の一年生雑草を対象としたと
うもろこし生育期での茎葉処理(畦
間)による適用性の検討(東北以南,初
年目) 

  みしまさ
いこ 

生育期の一年生雑草を対象としたみ
しまさいこ生育期での茎葉処理(畦
間)による適用性の検討(初年目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

3.AK-01 液 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 
 
 
[TAC普及会]  

大豆 播種直前の茎葉処理(全面)による倍
量薬害の確認(散布水量5L/10a) 

実 実) 
[一年生雑草] 
・耕起または播種前, 
雑草生育期(草丈30cm以下) 

・250～500mL<散布水量25～50L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
注) 
・専用ノズルを使用する 
 
・播種後出芽前,雑草生育期(草丈30cm以下) 
・250～500mL<散布水量25～50L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
注) 
・専用ノズルを使用する 
 
・生育期,雑草生育期 
・250～500mL<散布水量25～50L>/10a 
・茎葉処理(畦間) 
・全土壌 
・東北以南 
注) 
・専用ノズルを使用する 
・作物に飛散しないように散布する 
・雑草の草丈30cm以下で散布する 
 

4.ANK-553(改) 乳 
ペンディメタリン:30.0% 
 
 
[夕張ツムラ 
BASFジャパン]  

とうき 育苗圃場における発生前の一年生雑
草を対象にしたとうき播種後出芽前
の土壌処理(全面)による適用性の検
討(北海道:初年目,処理時期拡大) 

実 実) 
[一年生雑草] 
・定植後,雑草発生前 
・300mL<散布水量100L> 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・全域 
 
・播種後出芽前,雑草発生前 
・200～300mL<散布水量100L> 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・全域 
 
注) 
キク科,ツユクサには効果が劣る 

20　植調　Vol.58, No.11（2025)
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A. 除草剤
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A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

2.AH-01 液 
グルホシネートPナトリ
ウム塩:11.5% 
 
 
[三井化学クロップ&ライ
フソリューション 
北興化学工業]  

とうもろ
こし(食
用) 

生育期の一年生雑草を対象とした耕
起又は播種前での茎葉処理(全面)に
よる適用性の検討(東北以南,年次変
動の確認) 

実・継 実) 
[一年生雑草] 
・耕起または播種14日以前, 
雑草生育期(草丈30cm以下) 

・300～500mL<散布水量100～150L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
 
継) 
・効果・薬害の確認(畦間処理) 

とうもろ
こし(食
用) 

生育期の一年生雑草を対象としたと
うもろこし生育期での茎葉処理(畦
間)による作用性の検討(北海道,初年
目) 

とうもろ
こし(食
用) 

生育期の一年生雑草を対象としたと
うもろこし生育期での茎葉処理(畦
間)による適用性の検討(東北以南,初
年目) 

  みしまさ
いこ 

生育期の一年生雑草を対象としたみ
しまさいこ生育期での茎葉処理(畦
間)による適用性の検討(初年目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

3.AK-01 液 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 
 
 
[TAC普及会]  

大豆 播種直前の茎葉処理(全面)による倍
量薬害の確認(散布水量5L/10a) 

実 実) 
[一年生雑草] 
・耕起または播種前, 
雑草生育期(草丈30cm以下) 

・250～500mL<散布水量25～50L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
注) 
・専用ノズルを使用する 
 
・播種後出芽前,雑草生育期(草丈30cm以下) 
・250～500mL<散布水量25～50L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
注) 
・専用ノズルを使用する 
 
・生育期,雑草生育期 
・250～500mL<散布水量25～50L>/10a 
・茎葉処理(畦間) 
・全土壌 
・東北以南 
注) 
・専用ノズルを使用する 
・作物に飛散しないように散布する 
・雑草の草丈30cm以下で散布する 
 

4.ANK-553(改) 乳 
ペンディメタリン:30.0% 
 
 
[夕張ツムラ 
BASFジャパン]  

とうき 育苗圃場における発生前の一年生雑
草を対象にしたとうき播種後出芽前
の土壌処理(全面)による適用性の検
討(北海道:初年目,処理時期拡大) 

実 実) 
[一年生雑草] 
・定植後,雑草発生前 
・300mL<散布水量100L> 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・全域 
 
・播種後出芽前,雑草発生前 
・200～300mL<散布水量100L> 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・全域 
 
注) 
キク科,ツユクサには効果が劣る 
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A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

5.BAH-0805 乳 
ジメテナミドP:19.7% 
ペンディメタリン:23.1% 
 
 
[BASFジャパン]  

大豆 体系処理として,マメアサガオ,ヒロ
ハフウリンホズキ,ホソアオゲイトウ
への効果確認  
薬剤略称と処理方法: 
パワーガイザー液(PG)茎葉兼土壌処
理全面, 
大豆バサグラン液(DB)茎葉処理全面, 
バスタ液(BS)畦間・株間処理 

実・継 実) 
[一年生雑草] 
・播種後出芽前,雑草発生前 
・150～170mL<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・東北以南 
 
継) 
・効果薬害の確認(播種後出芽前,雑草発生前(北
海道)) 
・体系処理におけるマメアサガオ,ヒロハフウリ
ンホオズキ,ホソアオゲイトウへの効果・薬害の確
認 

6.BAH-2210 液 
グルホシネートPアンモ
ニウム塩:18.7% 
 
 
[BASFジャパン]  

大豆 生育期の一年生雑草を対象とした大
豆生育期の茎葉処理(畦間・株間)によ
る適用性の検討(全域:2年目) 

実・継 実) 
[一年生広葉雑草] 
・大豆生育期(本葉5葉期以降), 
雑草生育期(草丈20㎝以下) 

・180～300mL<散布水量70～100L>/10a 
・茎葉処理(畦間・株間) 
・全土壌 
・東北以南 
 
注) 
・専用ノズルを使用する 
・噴口はできるだけ低くし,本葉にかからないよ
うに散布する 
 
継) 
・効果・薬害の確認(一年生イネ科雑草) 

7.BAH-2215 乳 
シンメチリン:5.0% 
ペンディメタリン:20.0% 
 
 
[BASFジャパン]  

小麦(春
播) 

小麦(春播)における発生前の一年生
雑草を対象とした播種後出芽前での
土壌処理(全面)による適用性の検討
(北海道:初年目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 
 

小麦(春
播) 

小麦(春播)における発生前から始期
の一年生雑草を対象とした小麦出芽
揃いでの土壌処理(全面)による適用
性の検討(北海道:初年目) 

小麦(春
播) 

小麦(春播)における1葉期までの一年
生雑草を対象とした小麦1～3葉期で
の土壌処理(全面)による適用性の検
討(北海道:初年目) 

8.BCH-241 フロアブル 
インダジフラム:19.1% 
 
 
 
[バイエルクロップサイ
エンス]  

さとうき
び(春植
え) 

春植え栽培における発生前の一年生
雑草を対象とした植付後萌芽前での
土壌処理(全面)による作用性の検討 

― (作用性) 

さとうき
び(夏植
え) 

夏植え栽培における発生前の一年生
雑草を対象とした植付後萌芽前での
土壌処理(全面)による作用性の検討 

さとうき
び(株出
し) 

株出し栽培における発生前の一年生
雑草を対象とした萌芽前での土壌処
理(全面)による作用性の検討 

9.CG-119α 乳 
S-メトラクロール:83.7% 
 
 
[シンジェンタジャパン]  

そば 雑草発生前の一年生雑草を対象とし
たそば出芽前での土壌処理(全面)に
よる適用性の検討(東北以南:適用性1
年目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 
 

10.HOK-1911 水和 
ジメテナミドP:15.4% 
レナシル:19.2% 
 
 
[北興化学工業]  
 
  

てんさい 前処理剤との体系における発生前の
一年生雑草を対象とした直播てんさ
い6葉期以降・雑草発生前処理におけ
る適用性の検討(北海道:適用性2年
目) 

実 実) 
[一年生雑草] 
・中耕後またはてんさい6葉期以降,雑草発生前～
始期 
・300～500g<散布水量80～100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・全域 
 
注) 
・雑草発生始期処理では,展着剤を加用する 

てんさい 前処理剤との体系における発生始の
一年生雑草を対象とした直播てんさ
い6葉期以降・雑草発生始処理におけ
る適用性の検討(北海道:適用性2年
目) 
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A. 除草剤

 4 

A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

11.Hoe-866 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[BASFジャパン]  

大豆 耕起または播種前の茎葉処理(全面)
における生育期(草丈1m以下)のアレ
チウリに対する効果および薬害の検
討(未確認草種への除草効果および処
理時期の検討(適用性3年目) 

実・継 実) 
[一年生雑草] 
・大豆播種前10日以前 
・300～500mL<散布水量100～150L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
注) 
・雑草の生育量に応じて薬量を増減する 
・播種後土壌処理剤との体系処理をする 
 
・大豆播種後出芽前,雑草生育期(草丈30㎝以下) 
・300～500mL<散布水量100～150L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南(九州を除く) 
注) 
・大豆の発芽開始後は,薬剤が直接触れると薬害
が発生することがあるので注意する 
 
・大豆生育期,雑草生育期 
・300～500mL<散布水量100～150L>/10a 
・茎葉処理(畦間) 
・全土壌 
・全域 
注) 
・作物に飛散しないように散布する 
・雑草の草丈30cm以下で散布する 
 
・大豆生育期(本葉5葉以降), 
雑草生育期(草丈20㎝以下) 

・300～500mL<散布水量100～150L>/10a 
・茎葉処理(畦間・株間) 
・全土壌 
・全域 
注) 
・専用ノズルを使用する 
・噴口はできるだけ低くし,本葉にかからないよ
うに散布する 
 
継) 
・低薬量での効果・薬害の確認(播種後出芽前) 
・効果・薬害の確認(播種後出芽前,北海道,九州) 
・アレチウリに対する効果・薬害の確認(大豆播種
10～14日前) 
・効果・薬害の確認(大豆落葉終期) 
 

  とうもろ
こし(飼
料用) 

生育期の一年生雑草を対象とした,と
うもろこし生育期の茎葉処理(畦間)
による適用性の検討(北海道:適用性3
年目) 

実・継 実) 
[一年生雑草] 
・耕起または播種前,雑草生育期(草丈30cm以下) 
・300～500mL<散布水量100～150L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
 
・とうもろこし生育期,雑草生育期 
・300～500mL<散布水量100～150L>/10a 
・茎葉処理(畦間) 
・全土壌 
・全域 
注) 
・作物に飛散しないように散布する 
・雑草の草丈30cm以下で使用する 
 
継) 
・効果・薬害の年次変動の確認(耕起または播種
前) 
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A. 除草剤

 4 

A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

11.Hoe-866 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[BASFジャパン]  

大豆 耕起または播種前の茎葉処理(全面)
における生育期(草丈1m以下)のアレ
チウリに対する効果および薬害の検
討(未確認草種への除草効果および処
理時期の検討(適用性3年目) 

実・継 実) 
[一年生雑草] 
・大豆播種前10日以前 
・300～500mL<散布水量100～150L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
注) 
・雑草の生育量に応じて薬量を増減する 
・播種後土壌処理剤との体系処理をする 
 
・大豆播種後出芽前,雑草生育期(草丈30㎝以下) 
・300～500mL<散布水量100～150L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南(九州を除く) 
注) 
・大豆の発芽開始後は,薬剤が直接触れると薬害
が発生することがあるので注意する 
 
・大豆生育期,雑草生育期 
・300～500mL<散布水量100～150L>/10a 
・茎葉処理(畦間) 
・全土壌 
・全域 
注) 
・作物に飛散しないように散布する 
・雑草の草丈30cm以下で散布する 
 
・大豆生育期(本葉5葉以降), 
雑草生育期(草丈20㎝以下) 

・300～500mL<散布水量100～150L>/10a 
・茎葉処理(畦間・株間) 
・全土壌 
・全域 
注) 
・専用ノズルを使用する 
・噴口はできるだけ低くし,本葉にかからないよ
うに散布する 
 
継) 
・低薬量での効果・薬害の確認(播種後出芽前) 
・効果・薬害の確認(播種後出芽前,北海道,九州) 
・アレチウリに対する効果・薬害の確認(大豆播種
10～14日前) 
・効果・薬害の確認(大豆落葉終期) 
 

  とうもろ
こし(飼
料用) 

生育期の一年生雑草を対象とした,と
うもろこし生育期の茎葉処理(畦間)
による適用性の検討(北海道:適用性3
年目) 

実・継 実) 
[一年生雑草] 
・耕起または播種前,雑草生育期(草丈30cm以下) 
・300～500mL<散布水量100～150L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
 
・とうもろこし生育期,雑草生育期 
・300～500mL<散布水量100～150L>/10a 
・茎葉処理(畦間) 
・全土壌 
・全域 
注) 
・作物に飛散しないように散布する 
・雑草の草丈30cm以下で使用する 
 
継) 
・効果・薬害の年次変動の確認(耕起または播種
前) 
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A. 除草剤

 5 

A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

12.MBH-135 乳 
フルチアセットメチ
ル:2.0% 
 
 
[丸和バイオケミカル]  

大豆 生育期(草丈10㎝以下)の一年生広葉
雑草を対象とした大豆5葉期～開花期
での茎葉処理(畦間・株間)による適用
性の検討(北海道:適用性2年目) 

実・継 実) 
[一年生広葉雑草] 
・大豆2～4葉期,雑草生育期(草丈10cm以下) 
・30～50mL<散布水量100L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・東北以南 
 
・大豆5葉期～開花前,雑草生育期(草丈10cm以下) 
・30～50mL<散布水量100L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・東北以南 
 
・大豆5葉期～開花前,雑草生育期(草丈10cm以下) 
・30～50mL<散布水量100L>/10a 
・茎葉処理(畦間・株間) 
・全土壌(砂土を除く) 
・北海道 
 
注) 
・シロザ,ヒユ科,ナス科の優占圃場で使用する 
・キク科,カヤツリグサ科には効果劣る 
・処理時に展開していた葉に褐斑を生じ,生育が
遅れる場合がある(東北以南) 
・生長点にかからないように散布する(北海道) 
・下位葉に黄化・褐変がみられることがある(北海
道) 
・低薬量でシロザに対する効果が劣る場合がある
(北海道) 
 
継) 
・有効草種についての確認 
・大豆1～3葉期処理での効果,薬害の確認(北海
道) 
 

13.NC-622 液 
グリホサートカリウム
塩:48% 
 
 
[日産化学]  

とうもろ
こし(飼
料用) 

飼料用とうもろこしにおける生育期
の一年生および多年生雑草を対象と
した耕起前での茎葉処理(全面)によ
る適用性の検討(東北以南) 

実・継 実) 
[一年生広葉雑草] 
・耕起または播種14日以前, 
雑草生育期(草丈30cm以下) 

・500～1000mL<散布水量5L,25～100L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
 
[雑草全般(スギナを除く)] 
・播種後出芽前,雑草生育期(草丈30cm以下) 
・200～500mL<散布水量25～100L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
 
・播種後出芽前,雑草生育期(草丈30cm以下) 
・200～400mL<散布水量50L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・北海道 
 
[一年生雑草,多年生広葉雑草] 
・播種後出芽前,雑草生育期(草丈30cm以下) 
・200～500mL<散布水量5～6L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
 
注) 
・少水量散布(5～6L,25～50L)の場合は専用ノズ
ルを使用する 
 
継) 
・散布水量5～6Lにおける効果・薬害の年次変動の
確認(一年生雑草,多年生広葉雑草,播種後出芽前) 
・散布水量5～6Lにおける効果の確認(多年生イネ
科雑草,播種後出芽前) 
・効果・薬害の確認(一年生イネ科雑草,多年生雑
草,耕起前) 
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A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

14.NFH-131 液 
(旧MRS-195) 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 
 
 
[ニューファム]  

かんしょ 生育期の一年生雑草を対象とした,か
んしょ生育期の茎葉処理(畦間)によ
る適用性の検討(2年目) 

実・継 実) 
[一年生雑草] 
・かんしょ生育期,雑草生育期 
・250～500mL<散布水量50～100L>/10a 
・茎葉処理(畦間) 
・全土壌 
・東北以南 
注) 
・作物に飛散しないように散布する 
・雑草の草丈30cm以下で使用する 
・マルバツユクサには効果が劣る 
 
継) 
・効果・薬害の年次変動の確認 

15.S-482 顆粒水和 
フルミオキサジン:50% 
 
 
[住友化学]  

大豆 発生前の一年生広葉雑草を対象とし
た大豆播種後出芽前での土壌処理(全
面)による適用性の検討(北海道初年
目,低水量拡大) 

実・継 実) 
[一年生広葉雑草] 
・播種後出芽前,雑草発生前 
・5～10g<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・北海道 
 
・播種後出芽前,雑草発生前 
・5～10g<散布水量25～100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・東北以南 
 
継) 
・効果・薬害の確認(水量25L,北海道) 

大豆 発生前の一年生広葉雑草を対象とし
た大豆播種後出芽前での土壌処理(全
面)による適用性の検討(東北以南,低
水量拡大) 

さとうき
び(春植
え) 

春植え栽培における発生前の一年生
広葉雑草を対象とした植付後萌芽前
での土壌処理(全面)による適用性の
検討(30gへの薬量拡大) 

実・継 実) 
[春植え;一年生広葉雑草] 
・さとうきび植付後萌芽前,雑草発生前 
・5～30g<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く)  
・全域 
 
継) 
・カワリバトウダイ(種子発生)に対する効果・薬
害の確認 

さとうき
び(夏植
え) 

夏植え栽培における発生前の一年生
広葉雑草を対象とした植付後萌芽前
での土壌処理(全面)による適用性の
検討(2年目) 

実・継 実) 
[夏植え;一年生広葉雑草] 
・さとうきび植付後萌芽前,雑草発生前 
・10g<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・全域 
 
継) 
・効果・薬害の確認(5g,20g,30g,一年生広葉雑草) 
・カワリバトウダイ(種子発生)に対する効果・薬
害の確認 

さとうき
び(株出
し) 

株出し栽培における発生前の一年生
広葉雑草を対象とした萌芽前での土
壌処理(全面)による適用性の検討
(30gへの薬量拡大) 

実・継 実) 
[株出し;一年生広葉雑草] 
・さとうきび萌芽前,雑草発生前 
・5～10g<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く)  
・全域 
 
継) 
・効果・薬害の確認(20g,30g) 

16.S-604 乳 
クレトジム:24.0% 
 
 
[アリスタライフサイエ
ンス]  
  

そば 3～5葉期のイネ科雑草を対象とした
そば生育期の茎葉処理(全面)による
適用性の検討 (北海道:適用性初年
目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

そば 3～5葉期のイネ科雑草を対象とした
そば生育期の茎葉処理(全面)による
適用性の検討 (東北以南:適用性2年
目) 

A. 除草剤
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A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

14.NFH-131 液 
(旧MRS-195) 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 
 
 
[ニューファム]  

かんしょ 生育期の一年生雑草を対象とした,か
んしょ生育期の茎葉処理(畦間)によ
る適用性の検討(2年目) 

実・継 実) 
[一年生雑草] 
・かんしょ生育期,雑草生育期 
・250～500mL<散布水量50～100L>/10a 
・茎葉処理(畦間) 
・全土壌 
・東北以南 
注) 
・作物に飛散しないように散布する 
・雑草の草丈30cm以下で使用する 
・マルバツユクサには効果が劣る 
 
継) 
・効果・薬害の年次変動の確認 

15.S-482 顆粒水和 
フルミオキサジン:50% 
 
 
[住友化学]  

大豆 発生前の一年生広葉雑草を対象とし
た大豆播種後出芽前での土壌処理(全
面)による適用性の検討(北海道初年
目,低水量拡大) 

実・継 実) 
[一年生広葉雑草] 
・播種後出芽前,雑草発生前 
・5～10g<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・北海道 
 
・播種後出芽前,雑草発生前 
・5～10g<散布水量25～100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・東北以南 
 
継) 
・効果・薬害の確認(水量25L,北海道) 

大豆 発生前の一年生広葉雑草を対象とし
た大豆播種後出芽前での土壌処理(全
面)による適用性の検討(東北以南,低
水量拡大) 

さとうき
び(春植
え) 

春植え栽培における発生前の一年生
広葉雑草を対象とした植付後萌芽前
での土壌処理(全面)による適用性の
検討(30gへの薬量拡大) 

実・継 実) 
[春植え;一年生広葉雑草] 
・さとうきび植付後萌芽前,雑草発生前 
・5～30g<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く)  
・全域 
 
継) 
・カワリバトウダイ(種子発生)に対する効果・薬
害の確認 

さとうき
び(夏植
え) 

夏植え栽培における発生前の一年生
広葉雑草を対象とした植付後萌芽前
での土壌処理(全面)による適用性の
検討(2年目) 

実・継 実) 
[夏植え;一年生広葉雑草] 
・さとうきび植付後萌芽前,雑草発生前 
・10g<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・全域 
 
継) 
・効果・薬害の確認(5g,20g,30g,一年生広葉雑草) 
・カワリバトウダイ(種子発生)に対する効果・薬
害の確認 

さとうき
び(株出
し) 

株出し栽培における発生前の一年生
広葉雑草を対象とした萌芽前での土
壌処理(全面)による適用性の検討
(30gへの薬量拡大) 

実・継 実) 
[株出し;一年生広葉雑草] 
・さとうきび萌芽前,雑草発生前 
・5～10g<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く)  
・全域 
 
継) 
・効果・薬害の確認(20g,30g) 

16.S-604 乳 
クレトジム:24.0% 
 
 
[アリスタライフサイエ
ンス]  
  

そば 3～5葉期のイネ科雑草を対象とした
そば生育期の茎葉処理(全面)による
適用性の検討 (北海道:適用性初年
目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

そば 3～5葉期のイネ科雑草を対象とした
そば生育期の茎葉処理(全面)による
適用性の検討 (東北以南:適用性2年
目) 

A. 除草剤
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A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

17.ZK-122 液 
グリホサートカリウム
塩:44.7% 
 
 
[シンジェンタジャパン]  

大豆 播種直前の茎葉処理による薬害の確
認(東北以南:初年目) 

実・継 実) 
[一年生雑草] 
・耕起または播種7日以前, 

雑草生育期(草丈30cm以下) 
・250～500mL<散布水量25～100L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
注) 
・散布水量25～50Lは専用ノズルを使用する 
 
・播種後出芽前,雑草生育期(草丈30cm以下) 
・250～500mL<散布水量25～100L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
注) 
・散布水量25～50Lは専用ノズルを使用する 
・大豆の発芽開始後は,薬剤が直接触れると薬害
が発生することがある 
 
・大豆生育期,雑草生育期 
・250～500mL<散布水量25～50L>/10a 
・全土壌 
・東北以南 
注) 
・作物に飛散しないように散布する 
・専用ノズルを使用する 
・雑草の草丈30cm以下で使用する 
 
[コウキヤガラ] 
・耕起または播種7日以前, 

雑草生育期(草丈30cm以下) 
・250～500mL<散布水量25～50L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌 
・東北以南 
注) 
・専用ノズルを使用する 
 
継) 
・雑草生育期塗布処理での効果,薬害の確認 
・耕起または播種直前処理での薬害の確認 
 

18.アラクロール 乳 
アラクロール:43% 
 
 
[日産化学]  

さとうき
び(株出
し) 

さとうきび(株出し)の雑草発生前処
理における適用性の検討(東北以南:2
年目) 

実・継 実) 
[株出し;一年生雑草] 
・さとうきび萌芽前,雑草発生前 
・400～600mL<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・全域 
 
注) 
・ツノアイアシに対しては効果がない 
 
継) 
・カワリバトウダイ(種子発生)に対する効果・薬
害の確認 
 

19.ゲザプリム フロアブ
ル 
アトラジン:45.0% 
 
 
[シンジェンタジャパン]  

さとうき
び(夏植
え) 

発生前の一年生広葉雑草を対象とし
たさとうきび植付後での土壌処理(全
面)による適用性の検討(適用性2年
目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 
 

さとうき
び(夏植
え) 

雑草2葉期までの一年生広葉雑草を対
象としたさとうきび植付後での茎葉
兼土壌処理(全面)による適用性の検
討(適用性2年目) 

A. 除草剤

2024年度畑作・草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試験判定結果　25
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A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

19.ゲザプリム フロアブ
ル つづき 

さとうき
び(株出
し) 

発生前の一年生広葉雑草を対象とし
たさとうきび萌芽前での土壌処理(全
面)による適用性の検討(適用性2年
目) 

実・継 実) 
[株出し;一年生広葉雑草] 
・さとうきび萌芽前,雑草発生前 
・100～200mL<散布水量100～150L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・全域 
 
継) 
・効果・薬害の確認(カワリバトウダイ(種子発
生),一年生広葉雑草2葉期まで) 

さとうき
び(株出
し) 

雑草2葉期までの一年生広葉雑草を対
象とした茎葉兼土壌処理(全面)によ
る適用性の検討(適用性2年目) 

20.フェンメディファム 
乳 
フェンメディファ
ム:14.7% 
 
 
[夕張ツムラ,ホクサン] 
  

せんきゅ
う 

発生揃期の一年生広葉雑草を対象に
したせんきゅう生育期,中耕後の茎葉
処理(全面)による適用性の検討(北海
道:初年目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

 

 

B.2023年度 除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BAH-2210 液 
グルホシネートPアンモ
ニウム塩:18.7% 
 
 
[BASFジャパン]  

大豆 生育期の一年生雑草を対象として大
豆生育期の茎葉処理(畦間・株間)によ
る適用性の検討(初年目:全域) 

上記 
参照 

 

2.CG-123α フロアブル 
アトラジン:27.8% 
S-メトラクロール:26.4% 
 
 
[シンジェンタジャパン]  
  

とうもろ
こし(飼
料用) 

一年生雑草を対象としたとうもろこ
し出芽直前～出芽揃での土壌処理(全
面)による適用性の検討(処理時期拡
大2年目) 

実・継 実) 
[一年生雑草] 
・播種後出芽前,雑草発生前 
・140～200mL<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・北海道 
 
・播種後出芽前,雑草発生前 
・140～260mL<散布水量100～150L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・東北以南 
 
・とうもろこし2～4葉期 
・140～200mL<散布水量100L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・北海道 
 
・とうもろこし2～4葉期 
・140～260mL<散布水量100L>/10a, 
 260mL<散布水量70～100L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・東北以南 
 
注) 
・イネ科雑草の多発圃場ではイネ科雑草の2葉期
までに使用する｡ 
 
継) 
・効果薬害の確認(とうもろこし出芽直前～出芽
揃) 
・水量70L/10a,150L/10aでの効果・薬害の確認(と
うもろこし2～4葉期,薬量140mL) 
・水量150L/10aでの効果・薬害の確認(とうもろこ
し2～4葉期,薬量260mL) 
 

とうもろ
こし(飼
料用) 

一年生雑草を対象としたとうもろこ
し2～4葉期での茎葉処理(全面)によ
る適用性の検討(散布水量70～
150L/10aへの拡大2年目) 

A. 除草剤

B.2023 年度　除草剤

26　植調　Vol.58, No.11（2025)
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A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

19.ゲザプリム フロアブ
ル つづき 

さとうき
び(株出
し) 

発生前の一年生広葉雑草を対象とし
たさとうきび萌芽前での土壌処理(全
面)による適用性の検討(適用性2年
目) 

実・継 実) 
[株出し;一年生広葉雑草] 
・さとうきび萌芽前,雑草発生前 
・100～200mL<散布水量100～150L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・全域 
 
継) 
・効果・薬害の確認(カワリバトウダイ(種子発
生),一年生広葉雑草2葉期まで) 

さとうき
び(株出
し) 

雑草2葉期までの一年生広葉雑草を対
象とした茎葉兼土壌処理(全面)によ
る適用性の検討(適用性2年目) 

20.フェンメディファム 
乳 
フェンメディファ
ム:14.7% 
 
 
[夕張ツムラ,ホクサン] 
  

せんきゅ
う 

発生揃期の一年生広葉雑草を対象に
したせんきゅう生育期,中耕後の茎葉
処理(全面)による適用性の検討(北海
道:初年目) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

 

 

B.2023年度 除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.BAH-2210 液 
グルホシネートPアンモ
ニウム塩:18.7% 
 
 
[BASFジャパン]  

大豆 生育期の一年生雑草を対象として大
豆生育期の茎葉処理(畦間・株間)によ
る適用性の検討(初年目:全域) 

上記 
参照 

 

2.CG-123α フロアブル 
アトラジン:27.8% 
S-メトラクロール:26.4% 
 
 
[シンジェンタジャパン]  
  

とうもろ
こし(飼
料用) 

一年生雑草を対象としたとうもろこ
し出芽直前～出芽揃での土壌処理(全
面)による適用性の検討(処理時期拡
大2年目) 

実・継 実) 
[一年生雑草] 
・播種後出芽前,雑草発生前 
・140～200mL<散布水量100L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・北海道 
 
・播種後出芽前,雑草発生前 
・140～260mL<散布水量100～150L>/10a 
・土壌処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・東北以南 
 
・とうもろこし2～4葉期 
・140～200mL<散布水量100L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・北海道 
 
・とうもろこし2～4葉期 
・140～260mL<散布水量100L>/10a, 
 260mL<散布水量70～100L>/10a 
・茎葉処理(全面) 
・全土壌(砂土を除く) 
・東北以南 
 
注) 
・イネ科雑草の多発圃場ではイネ科雑草の2葉期
までに使用する｡ 
 
継) 
・効果薬害の確認(とうもろこし出芽直前～出芽
揃) 
・水量70L/10a,150L/10aでの効果・薬害の確認(と
うもろこし2～4葉期,薬量140mL) 
・水量150L/10aでの効果・薬害の確認(とうもろこ
し2～4葉期,薬量260mL) 
 

とうもろ
こし(飼
料用) 

一年生雑草を対象としたとうもろこ
し2～4葉期での茎葉処理(全面)によ
る適用性の検討(散布水量70～
150L/10aへの拡大2年目) 

A. 除草剤

B.2023 年度　除草剤
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B.2023年度 除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

3.Hoe-866 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[BASFジャパン]   

大豆 生育期の一年生雑草を対象とした,大
豆収穫前,大豆落葉終期(落葉率90%程
度)の茎葉処理(全面)による適用性の
検討(東北以南:3年目) 

上記 
参照 

 

4.ゲザプリム フロアブ
ル 
アトラジン:45.0% 
 
 
[シンジェンタジャパン] 

さとうき
び(夏植
え) 

発生前の一年生雑草を対象としたさ
とうきび植付後での土壌処理(全面)
による適用性の検討(初年目) 

上記 
参照 

 

さとうき
び(夏植
え) 

雑草2葉期までの一年生雑草を対象と
したさとうきび植付後での茎葉兼土
壌処理(全面)による適用性の検討(初
年目) 

 

C.生育調節剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.HSW-2101 乳 
フルミオキサジン:1.0% 
 
 
[ホクサン] 
 

ばれいし
ょ 

ばれいしょ茎葉繁茂期の1回処理によ
る茎葉枯凋効果の検討(北海道:適用
性2年目) 

実・継 実) 
[茎葉枯凋促進効果] 
・茎葉黄変期(1回処理) 
・300～500mL <100L>/10a 
・茎葉散布 
・北海道 
 
継) 
・効果・薬害の確認(茎葉繁茂期処理(1回および2
回)) 

ばれいし
ょ 

ばれいしょ茎葉繁茂期の2回処理によ
る茎葉枯凋効果の検討(北海道:適用
性2年目) 

2.OAT-1220 液 
OAT-1220(植物由来成分
含有液体微量要素配合肥
料:生10558号) 
 
 
[OATアグリオ] 

ばれいし
ょ 

着蕾期の茎葉散布による増収および
品質向上の検討 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

ばれいし
ょ 

開花期の茎葉散布による増収および
品質向上の検討 

3.S-327D 液 
ウニコナゾールP:0.025% 
 
 
[住友化学] 

大豆 大豆播種前の種子塗沫処理による節
間短縮および倒伏軽減効果の検討(北
海道:作用性) 

継 継) 
・効果・薬害の確認 

大豆 大豆播種前の種子塗沫処理による節
間短縮および倒伏軽減効果の検討(東
北以南:初年目) 

小豆 小豆播種前の種子塗沫処理による節
間短縮および倒伏軽減効果の検討(北
海道:作用性) 

― (作用性) 

 

D.2023年度 生育調節剤 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.HSW-2101 乳 
フルミオキサジン:1.0% 
 
[ホクサン] 

ばれいし
ょ 

ばれいしょ茎葉繁茂期の1回処理によ
る,茎葉枯凋効果の検討(北海道:適用
性初年目) 

上記 
参照 

 

ばれいし
ょ 

ばれいしょ茎葉繁茂期の2回処理によ
る,茎葉枯凋効果の検討(北海道:適用
性初年目) 

 

E.展着剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.HOK-001 展着 
ポリオキシエチレンドデ
シルエーテル:78.0% 
 
 
[北興化学工業]  

てんさい 
(ALS阻害
剤耐性) 
(移植) 

展着剤加用による効果・薬害の確認 ― (展着剤) 

 

B.2022 年度　除草剤

C. 生育調節剤

D.2023 年度　生育調節剤

E. 展着剤
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A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.NFH-131 液 
(旧MRS-195) 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 
 
 
[ニューファム]  

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生雑草を対象とした耕起前
の茎葉処理(全面)による適用性の検
討(北海道4年目) 

実・継 
 
 

実) 
[草地更新;一年生雑草] 
・耕起前(播種10日以前)  
雑草生育期(草丈30㎝以下) 

・250～500mL/10a<50L/10a> 
・茎葉処理(全面) 
 
 
[草地更新;多年生雑草] 
・耕起前(播種10日以前)  
雑草生育期(草丈30㎝以下) 

・500～1000mL/10a<50L/10a> 
・茎葉処理(全面) 
 
継) 
・リードカナリーグラスおよびシバムギに対する
効果の確認(耕起前) 
・効果・薬害の確認(耕起整地後播種10日前，耕起
整地後播種当日) 
  

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生雑草を対象とした耕起前
の茎葉処理(全面)による適用性の検
討(東北以南:3年目) 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期のシバムギを対象とした茎葉処理
(全面)による適用性の検討(北海道:
初年目) 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期のリードカナリーグラスを対象と
した茎葉処理(全面)による適用性の
検討(北海道:初年目) 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生および多年生雑草を対象
とした耕起整地後，播種10日前での茎
葉処理(全面)による適用性の検討(北
海道:2年目) 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生および多年生雑草を対象
とした耕起整地後，播種当日での茎葉
処理(全面)による適用性の検討(北海
道:2年目) 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生および多年生雑草を対象
とした耕起整地後，播種当日での茎葉
処理(全面)による適用性の検討(東北
以南:3年目) 

2.ZK-122 液 
グリホサートカリウム
塩:44.7% 
 
 
[シンジェンタジャパン]  

牧草 耕起および播種直前の茎葉処理によ
る薬害の確認(初年目) 

実・継 実) 
[草地更新;リードカナリーグラス] 
・耕起前年，2番草刈取後，  
雑草生育期(草丈20～50cm) 

・500～1000mL<散布水量50L>/10a 
(専用ノズル使用) 

・茎葉処理(全面) 
注) 
・2番草の刈取りは8月中旬までに行う 
 
[草地更新;一年生雑草，多年生雑草，ギシギシ] 
・耕起10日以前 
・雑草生育期(草丈30cm以下) 
・300～500mL<散布水量25～100L>/10a 
(25～50Lは専用ノズル使用) 

・茎葉処理(全面) 
 
[草地更新;一年生雑草，多年生雑草] 
・播種前(播種当日まで)  
・雑草生育期(草丈30cm以下) 
・200～500mL<散布水量25～100L>/10a  
(25～50Lは専用ノズル使用) 

・茎葉処理(全面) 
 
継) 
・耕起および播種直前の薬害の確認 
 

 

2024 年度草地飼料作関係除草剤・生育調節剤試験 判定結果
A. 除草剤
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22002244年年度度草草地地飼飼料料作作関関係係除除草草剤剤・・生生育育調調節節剤剤試試験験  判判定定結結果果  

  

A.除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.NFH-131 液 
(旧MRS-195) 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 
 
 
[ニューファム]  

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生雑草を対象とした耕起前
の茎葉処理(全面)による適用性の検
討(北海道4年目) 

実・継 
 
 

実) 
[草地更新;一年生雑草] 
・耕起前(播種10日以前)  
雑草生育期(草丈30㎝以下) 

・250～500mL/10a<50L/10a> 
・茎葉処理(全面) 
 
 
[草地更新;多年生雑草] 
・耕起前(播種10日以前)  
雑草生育期(草丈30㎝以下) 

・500～1000mL/10a<50L/10a> 
・茎葉処理(全面) 
 
継) 
・リードカナリーグラスおよびシバムギに対する
効果の確認(耕起前) 
・効果・薬害の確認(耕起整地後播種10日前，耕起
整地後播種当日) 
  

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生雑草を対象とした耕起前
の茎葉処理(全面)による適用性の検
討(東北以南:3年目) 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期のシバムギを対象とした茎葉処理
(全面)による適用性の検討(北海道:
初年目) 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期のリードカナリーグラスを対象と
した茎葉処理(全面)による適用性の
検討(北海道:初年目) 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生および多年生雑草を対象
とした耕起整地後，播種10日前での茎
葉処理(全面)による適用性の検討(北
海道:2年目) 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生および多年生雑草を対象
とした耕起整地後，播種当日での茎葉
処理(全面)による適用性の検討(北海
道:2年目) 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生および多年生雑草を対象
とした耕起整地後，播種当日での茎葉
処理(全面)による適用性の検討(東北
以南:3年目) 

2.ZK-122 液 
グリホサートカリウム
塩:44.7% 
 
 
[シンジェンタジャパン]  

牧草 耕起および播種直前の茎葉処理によ
る薬害の確認(初年目) 

実・継 実) 
[草地更新;リードカナリーグラス] 
・耕起前年，2番草刈取後，  
雑草生育期(草丈20～50cm) 

・500～1000mL<散布水量50L>/10a 
(専用ノズル使用) 

・茎葉処理(全面) 
注) 
・2番草の刈取りは8月中旬までに行う 
 
[草地更新;一年生雑草，多年生雑草，ギシギシ] 
・耕起10日以前 
・雑草生育期(草丈30cm以下) 
・300～500mL<散布水量25～100L>/10a 
(25～50Lは専用ノズル使用) 

・茎葉処理(全面) 
 
[草地更新;一年生雑草，多年生雑草] 
・播種前(播種当日まで)  
・雑草生育期(草丈30cm以下) 
・200～500mL<散布水量25～100L>/10a  
(25～50Lは専用ノズル使用) 

・茎葉処理(全面) 
 
継) 
・耕起および播種直前の薬害の確認 
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B.2023年度 除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.NC-622 液 
グリホサートカリウム
塩:48% 
 
 
[日産化学]  

牧草 草地更新を目的とした最終刈取後に
おける多年生広葉雑草に対する適用
性の検討(草種拡大，東北以南:3年目) 

実・継 
 
 

実) 
[草地更新;リードカナリーグラス] 
・耕起前年，2番草刈取後  
雑草生育期(草丈20～50cm) 

・500～1000mL<散布水量50～100L>/10a 
(50L/10aは専用ノズル使用) 

・茎葉処理(全面) 
 
注) 
・2番草の刈取りは8月中旬までに行う 
 
[草地更新;シバムギ] 
・1番草刈取後，雑草生育期(草丈20～50cm) 
・500～1000mL<散布水量50～100L>/10a 
(50L/10aは専用ノズル使用) 

・茎葉処理(全面) 
 
[草地更新;ギシギシ類] 
・耕起前年，雑草生育期(草丈30cm以下) 
・1000mL<散布水量50L>/10a 
(50L/10aは専用ノズル使用) 

・茎葉処理(全面) 
 
継) 
・ギシギシ類(500mL<50L,100L>)， 
ワルナスビに対する効果・薬害の確認 

 

2.NFH-131 液 
(旧MRS-195) 
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41% 
 
 
[ニューファム]  
 

牧草 牧野・草地(更新・造成)における生育
期の一年生雑草を対象とした耕起前
の茎葉処理(全面)による適用性の検
討(東北以南:2年目) 

上記 
参照 

 

 

B.2023 年度 除草剤
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